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Ⅰ．機能的価値 保育施設（建物や園庭）の充実度 FEF (Fully-Equipped with Facilities)
教育に対する方針 EC (Educational Concept)
教育サービスの充実 VES (Variety of Educational Services)
延長保育などを含む時間的な融通 WHF (Work Hour Flexibility)
アレルギー対応給食などの特別な対応 TFA (Treatment of Food Allergy)
保護者への対応や保育士の対応 CA (Child-minders’ Attitude)
Ⅱ．場所的利用価値 自宅から保育所までの距離 DFH (Distance from Home)
職場から保育所までの距離 DFW (Distance from Work)
保育所が通勤途中にある OWTW (On the Way to Work)
Ⅲ．派生的価値 保護者同士の交流 IWO (Interactions with other Parents)
質問項目 カテゴリー 度数 %
性別 男性 13 6.6%
女性 182 92.4%


















0 歳 6 3.0%
1 歳 32 16.2%
2 歳 55 27.9%
3 歳 48 24.4%
4 歳 42 21.3%
5 歳 40 20.3%
6 歳 37 18.8%
表‐1 　佐賀市認可保育所の入所児童数の推移
データ出所：佐賀市


















































































































FEF EC VES WHF TFA CA DFH DFW OWTW IWO R
FEF 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.643
EC 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0.811
VES 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0.797
WHF 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.597
TFA 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0.679
CA 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.779
DFH 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0.400
DFW 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0.790
OWTW 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0.763
IWO 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0.760
FEF EC VES WHF TFA CA DFH DFW OWTW IWO
FEF 1
EC 1 1 1 1 1 1 1





DFW 1 1 1 1 1 1
OWTW 1 1
IWO 1 1 1 1




WHF -0.017 0.112 0.145 
TFA 0.012 0.267* -0.074 0.224*
CA 0.172* 0.523* 0.077 -0.036 0.076 
DFH 0.033 0.054 -0.004 -0.102 0.147 -0.102 
DFW -0.029 -0.097 -0.090 0.112 0.169* 0.044 0.142 
OWTW 0.039 0.097 0.009 0.220* -0.108 -0.088 0.070 0.665*
IWO 0.210* -0.186 0.540* -0.114 0.188* 0.126 -0.005 0.221* -0.076 
* p<.05





























R(s) A(s) R(s)∩A(s) Level D+R
FEF FEF FEF,EC,VES,CA,DFW,IWO FEF 1 7
EC FEF,EC,VES,WHF,TFA,CA,IWO EC EC 5 8
VES FEF,VES,WHF,TFA,IWO EC,VES VES 4 7
WHF WHF EC,VES,WHF,TFA,DFW,OWTW,IWO WHF 1 8
TFA WHF,TFA EC,VES,TFA,DFW,IWO TFA 2 7
CA FEF,TFA EC,CA CA 2 4
DFH DFH DFH DFH 1 2
DFW FEF,WHF,TFA,DFW,QWTW,IWO DFW DFW 4 7
OWTW WHF,OWTW DFW,OWTW OWTW 2 4
IWO FEF,WHF,TFA,IWO EC,VES,DFW,IWO IWO 3 8
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③ 場所的利用価値に着目すると，「職場から保
育所までの距離（DFW）」は中心性が比較的
高く，モデルの出発点となっていると同時に
「保育所が通勤途中にある（OWTW）」に影
響を与えている．一方，「自宅から保育所ま
での距離（DFH）」はどの項目にも影響を与
えず，どの項目からも影響を受けない．その
ため，DFHは保育所評価に関して他との影響
関係を持たない完全に独立な項目であるとい
える．すなわち，保育所評価全体の向上を目
指すならば，特に職場との立地関係に配慮し
て保育所の適正配置に努めるべきであるとい
えよう．このことは，共働き世帯の増加に伴
い自己の仕事の都合を優先せざるを得ない保
護者が増加しており，仕事終了後すぐに子供
を迎えに行ける環境が必要とされていること
がモデルに影響したと推察される．
④ 「保護者同士の交流（IWO）」を経由せずには
到達できない評価項目があることに着目する
と，この項目は保育所利用から派生的に生じ
る価値ではあるものの，保育所評価の重要な
項目として位置づけられることを意味してい
る．このことから，保育所外における地域ぐ
るみの保護者支援のみならず，保育所自身も
率先して保育所内に交流の場や交流機会を設
けることが望ましいと考えられる．
４．まとめ
　本研究は，佐賀県佐賀市に所在する保育所を対
象としたアンケート調査に基づき，ISM法を用い
て子育て世帯の保育所に対する評価構造モデルを
導出した．その結果，定量的に評価指標間の相互
関係を明らかにするとともに，今後の重点的整備
項目について言及した．分析を通して，家庭に代
わる教育的側面の充実，職場との立地関係に配慮
した適正配置，保育所内における交流の場の設置
ならびに交流機会の創出が保育所の優先的整備項
目であり，これらの施策が保育所の総合的評価を
向上させる可能性があることを指摘した．
　本研究では用いる保育所評価に用いる指標を10
項目に限定したが，より厳密な構造モデルを導出
するには，保育所評価に関わる項目をさらに慎重
に選定する必要がある．
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